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は
じ
め
に

　
　
　

殿
の
舞
姫
は
、
惟
光
の
朝
臣
の
、
津
の
守
に
て
左
京
大
夫
か
け
た
る

が
女
、
か
た
ち
な
ど
い
と
を
か
し
げ
な
る
聞
こ
え
あ
る
を
召
す
。
か
ら

い
事
に
思
ひ
た
れ
ど
、「
大
納
言
の
、
外
腹
の
む
す
め
を
た
て
ま
つ
ら
る

な
る
に
、
朝
臣
の
い
つ
き
む
す
め
出
だ
し
た
て
た
ら
む
、
何
の
は
ぢ
か

あ
る
べ
き
」
と
さ
い
な
め
ば
、
わ
び
て
、
同
じ
く
は
宮
仕
へ
や
が
て
せ

さ
す
べ
く
思
を
き
て
た
り
。（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
源
氏
物
語
』

岩
波
書
店
、
以
下
同
）

『
源
氏
物
語
』
少
女
巻
で
、
光
源
氏
が
、
惟
光
の
娘
を
五
節
舞
姫
と
し
て
献

上
す
る
場
面
で
あ
る
。
も
う
一
人
の
献
上
者
で
あ
る
按
察
大
納
言
は
「
外
腹

の
む
す
め
」、
す
な
わ
ち
、
同
居
の
正
妻
以
外
の
ツ
マ
が
産
ん
だ
娘
を
舞
姫

と
し
て
献
上
し
て
い
る
こ
と
も
判
明
す
る
。
さ
ら
に
、
晩
年
に
は
参
議
に
昇

る
も
の
の
源
氏
の
乳
母
の
子
ど
も
（
乳
母
子
）
で
受
領
で
あ
る
惟
光
程
度
の

中
下
級
貴
族
層
に
と
っ
て
も
、
娘
を
舞
姫
と
し
て
献
上
さ
せ
る
こ
と
は
、「
か

ら
い
事
（
つ
ら
い
事
）」
と
思
わ
れ
て
い
た
事
も
う
か
が
え
る
。

　

筆
者
は
、
か
つ
て
主
と
し
て
九
世
紀
ま
で
の
五
節
舞
姫
を
考
察
し
、
以
下

の
事
を
指
摘
し
た**

。
①
農
耕
儀
礼
の
五
節
田
舞
が
九
世
紀
に
五
節
と
田
舞
に

分
化
し
た
と
す
る
通
説
を
批
判
し
、
五
節
舞
は
七
世
紀
末
の
天
武
天
皇
に
よ

る
国
家
的
儀
礼
整
備
に
創
設
さ
れ
た
と
さ
れ
る
女
舞
で
あ
る
こ
と
、
②
八
世

紀
に
は
阿
倍
内
親
王
が
聖
武
天
皇
や
元
正
太
上
天
皇
の
前
で
舞
い
、
九
世
紀

以
降
は
伊
勢
神
宮
の
儀
式
と
朝
廷
の
大
嘗
祭
・
新
嘗
祭
の
み
で
舞
わ
れ
る
解

斎
舞
で
あ
り
天
皇
へ
の
感
謝
・
服
従
・
恭
順
を
象
徴
す
る
舞
だ
っ
た
こ
と
、

③
九
世
紀
に
大
嘗
祭
と
新
嘗
祭
に
舞
う
こ
と
が
始
ま
っ
た
五
節
舞
姫
は
、
天

皇
と
「
共
寝
」
を
し
キ
サ
キ
と
な
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
、
④
十
世
紀
初
頭

醍
醐
天
皇
か
ら
は
、「
舞
お
わ
り
て
家
に
帰
り
、燕
寝
に
預
か
る
事
無
し
」（「
意

見
十
二
箇
条
」）
と
な
り
、「
キ
サ
キ
撰
進
」
と
し
て
の
五
節
舞
姫
献
上
は
終

焉
し
た
こ
と**

。
拙
稿
の
最
後
に
平
安
時
代
の
五
節
舞
姫
実
態
分
析
を
行
う
こ

と
を
約
し
な
が
ら
、
す
で
に
二
十
年
近
く
経
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
間
、
日
本

文
学
で
は
、
先
の
『
源
氏
物
語
』
の
場
面
や
筑
紫
の
五
節
等
を
中
心
に
多
く

の
五
節
舞
姫
関
連
論
文
が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
古
い
通
説
を
使
用

さ
れ
て
い
る
事
も
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る**

。
ま
た
、
先
の
『
源
氏
物
語
』
で

光
源
氏
が
献
上
し
た
際
の
舞
姫
た
ち
を
検
討
す
る
際
に
も
、
実
際
の
豊
明
節

会
で
五
節
舞
を
舞
っ
た
舞
姫
た
ち
の
実
態
考
察
も
要
請
さ
れ
よ
う
。
学
際
的

平
安
朝
の
五
節
舞
姫

　
　
　
─ 

舞
う
女
た
ち 

─

服
　
藤
　
早
　
苗
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な
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
在
、
日
本
史
学
か
ら
の
五
節
舞
姫
分
析
が
必

要
不
可
欠
の
よ
う
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
日
本
史
学
か
ら
は
、
近
年
、
遠
藤
基
郎
氏
が
五
節
舞
姫
献

上
者
の
意
義
や
経
済
的
側
面
を
考
察
し**

、
佐
藤
泰
弘
氏
が
五
節
献
上
者
や
儀

式
の
流
れ
を
中
心
に
詳
細
な
分
析
を
さ
れ
て
い
る**

。
五
節
研
究
に
と
っ
て
は
、

画
期
的
な
論
考
で
あ
る
。
た
だ
、
当
然
な
が
ら
多
く
の
課
題
が
の
こ
さ
れ
て

い
る
。
佐
藤
氏
の
研
究
に
導
か
れ
な
が
ら
、
小
稿
で
は
、
献
上
さ
れ
た
舞
姫

の
実
態
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
平
安
時
代
に
男
女
の
非
対
称
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー

が
構
築
さ
れ
る
き
わ
め
て
象
徴
的
な
儀
礼
の
一
つ
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

一　

五
節
舞
姫
献
上
者
規
定
の
変
容
過
程

　

五
節
舞
姫
献
上
者
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、
前
掲
佐
藤
論
文
が
詳
細
に
論
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
舞
姫
の
実
態
の
具
体
的
な
分
析
は
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

小
論
に
必
要
な
限
り
で
、
献
上
者
と
舞
姫
の
関
係
に
関
す
る
規
定
変
遷
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
舞
姫
の
人
数
で
あ
る
が
、
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）、
醍
醐
天
皇

が
諸
臣
の
意
見
を
徴
し
た
の
に
対
し
、
三
善
清
行
が
奏
上
し
た
「
意
見
十
二

箇
条
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　

一
、
五
節
の
妓
の
員
を
減
ぜ
ん
と
請
う
こ
と

　
　
　

右
、
臣
伏
し
て
朝
家
五
節
の
舞
妓
を
見
る
に
、
大
嘗
会
の
時
の
五
人

は
、
皆
叙
位
に
預
る
。
そ
の
後
年
々
の
新
嘗
祭
の
時
の
四
人
は
、
叙
位

に
預
る
の
例
な
し
。
こ
れ
に
よ
り
て
大
嘗
会
の
時
に
至
り
て
、
権
貴
の

家
、
競
い
て
そ
の
女
を
進
り
、
も
て
こ
の
妓
に
充
つ
。
尋
常
の
年
に
は
、

人
皆
辞
遁
し
て
、
神
事
を
闕
い
つ
べ
し
。
こ
こ
に
新
制
あ
り
、
諸
公
卿

及
び
女
御
を
し
て
、
輪
転
し
て
進
ら
し
む
。
そ
の
費
甚
だ
多
く
し
て
、

堪
え
任
う
る
こ
と
能
わ
ず
（
中
略
）。
伏
し
て
望
ま
く
は
、
良
家
の
女

子
の
嫁
せ
ざ
る
者
二
人
を
択
び
置
き
て
五
節
の
妓
と
せ
ん
（
後
略**

）。

五
節
舞
姫
は
、
大
嘗
祭
は
五
人
、
新
嘗
祭
は
四
人
と
決
ま
っ
て
お
り
、
大
嘗

祭
の
舞
姫
は
叙
位
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
三
善
清
行
が
提
唱
し
た
、

二
人
の
舞
姫
を
選
び
舞
姫
専
任
に
す
る
案
は
取
り
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

貴
族
層
に
と
っ
て
経
済
的
に
負
担
だ
っ
た
事
は
確
認
さ
れ
る
。ま
た
、「
新
制
」

と
は
、
寛
平
九
年
（
八
九
七
）
の
宇
多
天
皇
が
譲
位
に
あ
た
っ
て
皇
太
子
敦

仁
親
王
（
後
の
醍
醐
天
皇
）
に
与
え
た
訓
誡
書
で
あ
る
「
寛
平
御
遺
誡
」
の

規
定
だ
と
さ
れ
て
い
る
。

　
　

毎
年
五
節
舞
人
進
出
、
彼
の
期
日
に
迫
り
、
経
営
尤
も
切
な
り
。
今
、

須
く
公
卿
の
中
二
人
を
貢
が
し
む
べ
し
。
そ
の
子
に
非
ず
と
雖
も
、
必

ず
求
め
貢
が
し
め
よ
。
殿
上
一
人
、
人
を
選
び
召
せ
。
当
代
女
御
又
一

人
貢
げ
。
公
卿
・
女
御
次
い
で
に
よ
り
貢
げ
。（
以
下
略**

）

公
卿
二
人
は
、
実
の
女
子
で
な
く
て
も
必
ず
貢
ぐ
よ
う
に
、「
殿
上
」
は
一
人
、

人
を
撰
び
召
す
よ
う
に
、
さ
ら
に
、
女
御
も
一
人
貢
ぐ
よ
う
に
、
と
あ
る
。

公
卿
に
つ
い
て
は
、「
寛
平
御
時
、
舞
姫
公
卿
進
る
べ
き
由
、
始
め
て
宣
下
さ

る**

」
と
あ
り
、
こ
の
「
寛
平
御
遺
誡
」
に
よ
り
公
卿
と
女
御
に
よ
る
献
上
が

制
度
化
さ
れ
て
い
る
。「
殿
上
一
人
」
に
は
、「
雖
非
女
子
」
の
文
言
は
な
い

の
で
、
実
子
に
よ
る
献
上
が
規
定
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

公
卿
に
つ
い
て
は
、
天
暦
元
年
（
九
四
七
）
前
後
に
村
上
天
皇
に
よ
っ
て

勅
撰
さ
れ
た
宮
廷
儀
式
書
で
あ
る
『
清
涼
記
』
に
、「
五
節
舞
姫
を
献
ず
べ
き

公
卿
〈
或
い
は
親
王
献
ず
〉
但
し
后
妃
・
女
御
・
尚
侍
献
ず
べ
し
」**

と
あ
り
、

公
卿
と
女
御
の
み
な
ら
ず
、
親
王
・
后
妃
・
尚
侍
に
も
広
げ
ら
れ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
さ
ら
に
、「
又
殿
上
舞
姫
、
四
位
五
位
女
子
あ
る
者
を
召
し
仰

せ
〈
殿
上
舞
姫
或
い
は
二
人
、
或
い
は
無
し
〉」
と
あ
り
、「
殿
上
」
と
は
、
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四
位
五
位
の
貴
族
で
あ
り
、「
女
子
有
る
者
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
段

階
で
も
、
殿
上
は
実
子
を
献
上
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た
事
が
確
実
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、『
西
宮
記
』
で
は
、「
上う
え
の
お
ん
ご
せ
ち

御
五
節
、
受
領
・
弁
官
女
子
有
る
輩
仰
せ

ら
る
〈
或
い
は
二
人
、
式
部
大
輔
在
昌
、
上
御
五
節
を
献
ず
る
〉」
と
記
さ

れ
て
お
り
、「
本
来
は
受
領
・
弁
官
に
限
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
舞

姫
は
負
担
が
重
い
た
め
、
比
較
的
禄
の
厚
い
弁
官
や
富
裕
な
地
方
官
で
あ
る

受
領
が
指
名
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た***

」
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
舞
姫
献
上

者
の
実
態
を
記
録
類
か
ら
検
討
し
た
佐
藤
氏
は
、「
殿
上
五
節
」
と
は
、
天
皇

に
代
わ
っ
て
殿
上
の
侍
臣
が
供
出
す
る
舞
姫
で
あ
り
、
蔵
人
や
殿
上
人
と
し

て
天
皇
に
近
侍
し
た
受
領
た
ち
が
殿
上
五
節
の
献
上
者
と
な
っ
て
い
た
が
、

長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
九
月
四
日
、「
五
節
を
献
ず
べ
き
公
卿
・
受
領
等
員

数
、
始
め
て
定
め
ら
る
事***

」
と
あ
り
、
公
卿
二
名
・
受
領
二
名
と
基
準
が
定

め
ら
れ
、
後
一
条
天
皇
の
頃
に
な
る
と
昇
任
受
領
に
限
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

近
臣
に
よ
る
奉
仕
と
い
う
性
格
を
失
い
受
領
一
般
に
課
せ
ら
れ
る
役
に
な
っ

た
、
と
さ
れ
て
い
る***

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
五
節
舞
姫
献
上
に
関
わ
る
規
定
の
変
遷
で
は
、
公
卿

や
后
妃
・
女
御
等
が
献
上
す
る
舞
姫
は
必
ず
し
も
実
子
で
な
く
て
も
よ
い
も

の
の
、
殿
上
は
実
子
の
献
上
が
要
請
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。

二　

記
録
類
に
み
る
舞
姫
た
ち

１
献
上
者
の
実
子

　

十
世
紀
か
ら
、
平
安
末
の
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
十
一
月
ま
で
の
五
節

舞
姫
史
料
で
、
名
前
や
出
自
が
わ
か
る
女
性
た
ち
は
、
管
見
で
は
十
九
件

四
十
名
が
判
明
す
る
。
舞
姫
の
実
像
と
そ
の
歴
史
的
変
容
過
程
を
究
明
す
る

た
め
に
、
煩
雑
で
は
あ
る
が
、
具
体
例
を
提
示
し
た
い
。

　

ま
ず
、
献
上
者
の
実
子
が
舞
姫
に
な
っ
た
例
が
四
例
あ
る
。
な
お
、
数
字

は
便
宜
上
、
時
代
順
に
振
っ
た
。

①
延
喜
十
九
年
（
九
一
九
）
十
一
月

舞
姫
等
試
す
。〈
三
人
参
上
、
煩
う
と
こ
ろ
有
る
に
よ
り
参
上
せ
ず
。

即
ち
修
理
大
夫
朝
臣
献
ず
る
所
な
り
〉（『
西
宮
記
』
恒
例
第
三　

十
一

月
、
新
嘗
祭
事
、『
神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編　

西
宮
記
』
神
道
大
系
編

纂
会
、
一
九
九
三
年
、
以
下
同
）

　
　

十
一
月
十
六
日
庚
辰

五
節
一
人
、
忽
ち
物
気
を
煩
う
。
他
人
を
以
て
舞
わ
し
む
と
云
々
。
悦

朝
臣
女
病
な
り
（『
貞
信
公
記
抄
』）

修
理
大
夫
を
兼
任
す
る
源
悦
は
同
年
正
月
二
十
八
日
、
参
議
に
任
じ
ら
れ
て

い
る
（『
公
卿
補
任
』）。
公
卿
の
五
節
舞
姫
献
上
者
は
、
ま
ず
は
新
任
公
卿

の
役
で
あ
っ
た
。
悦
は
嵯
峨
天
皇
孫
、
源
弘
男
で
あ
り
、
母
は
阿
保
親
王
女

で
あ
る
。
左
少
弁
・
右
中
弁
を
経
て
、
延
喜
十
一
年
大
宰
大
弐
に
任
じ
ら
れ
、

延
喜
二
十
一
年
正
月
に
は
左
大
弁
と
近
江
守
を
兼
任
し
て
お
り
（『
公
卿
補

任
』）、
ま
さ
に
天
皇
側
近
で
あ
る
。
ま
た
、
史
料
か
ら
し
て
、「
悦
朝
臣
女
」

と
あ
り
実
子
で
あ
る
。
十
四
日
は
清
涼
殿
で
の
御
前
試
、
十
六
日
は
豊
明
節

会
で
あ
り
、
両
方
欠
席
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
舞
姫
が
「
物
気
を
煩
う
」

等
の
故
障
を
お
こ
し
、
実
際
に
舞
え
な
い
事
例
は
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に

関
し
て
は
別
稿
で
詳
細
に
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。

②
天
慶
元
年
（
九
三
八
）
十
一
月

天
晴
、
今
年
五
節
、
殿
上
・
中
宮
（
藤
原
穏
子
）
各
一
人
、
太
政
大
臣

（
忠
平
）・
中
納
言
藤
原
実
頼
卿
、
同
じ
く
奉
ら
る
事
有
り
（
割
注
略
）。

殿
上
の
舞
妓
は
前
美
濃
権
守
平
朝
臣
随
時
息
女
、
中
宮
の
舞
妓
は
故
右
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近
衛
少
将
藤
原
朝
臣
滋
幹
息
女
、
太
政
大
臣
家
の
舞
妓
は
故
伊
予
介
源

朝
臣
相
国
息
女
、
中
納
言
実
頼
卿
の
舞
妓
は
故
信
濃
守
源
朝
臣
公
家
息

女
な
り
。（
以
下
略
）（『
本
朝
世
紀
』
天
慶
元
年
十
一
月
二
十
二
日
丑
）

中
宮
藤
原
穏
子
、
太
政
大
臣
藤
原
忠
平
、
中
納
言
藤
原
実
頼
の
三
人
は
身
位
・

職
位
が
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
殿
上
の
献
上
者
の
具
体
的
名
前
は
な
く
、
舞

姫
の
出
自
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
。
殿
上
の
献
上
者
は
、
前
美
濃
権
守
平
随

時
で
あ
り
、
そ
の
実
子
が
舞
姫
だ
っ
た
と
推
察
し
て
間
違
い
な
い
。
平
随
時

は
、
仁
明
天
皇
の
曾
孫
、
本
康
親
王
孫
で
あ
る
も
の
の
、
父
雅
望
王
は
従
四

位
下
で
没
し
て
お
り
、
天
暦
二
年
（
九
四
八
）
正
月
、
五
十
九
歳
で
参
議
に

任
じ
ら
れ
る
中
級
貴
族
層
で
あ
る
。
天
慶
九
年
四
月
二
十
六
日
に
は
蔵
人
頭

に
な
る
。
天
皇
近
侍
の
殿
上
に
ふ
さ
わ
し
い
（
以
上
『
公
卿
補
任
』）。
殿
上

と
し
て
実
子
を
舞
姫
に
し
た
例
で
あ
る
。

③
天
慶
五
年
（
九
四
二
）
十
一
月

殿
上
舞
姫
、
忽
ち
病
み
参
ら
ず
、
忠
幹
女
な
り
。（『
江
家
次
第
』
十
一

月
五
節
御
前
試
事
）

御
前
試
は
中
寅
日
で
あ
り
、
二
十
三
日
で
あ
る
（『
大
日
本
史
料
』
第
一
編

之
八
）。
藤
原
忠
幹
は
先
の
滋
幹
の
異
母
兄
弟
で
あ
り
、
天
慶
四
年
八
月

二
十
六
日
の
光
孝
天
皇
国
忌
に
太
政
大
臣
忠
平
が
極
楽
寺
で
主
催
し
た
一
切

経
供
養
で
陽
成
院
の
勅
使
と
な
っ
て
お
り
、河
内
守
で
あ
る
（『
本
朝
世
紀
』）。

忠
幹
は
殿
上
受
領
と
し
て
実
子
舞
姫
を
献
上
し
た
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。

⑤
永
観
二
年
（
九
八
四
）
十
一
月

入
夜
参
内
す
。
宿
に
候
ず
、
殿
上
五
節
参
入
す
。
景
舒
女
な
り
。（『
小

右
記
』
永
観
二
年
十
一
月
十
八
日
子
）

舞
姫
が
常
寧
殿
に
設
営
さ
れ
た
五
節
所
に
参
入
す
る
の
は
、
十
世
紀
中
頃
ま

で
は
中
子
日
だ
っ
た***

。
藤
原
景
舒
は
国
章
男
で
、
時
期
は
不
明
だ
が
蔵
人
に

任
じ
ら
れ
て
お
り
（『
尊
卑
分
脈
』）、
天
延
二
年
（
九
七
四
）
に
は
伊
賀
守

を
つ
と
め
て
い
る
か
ら
、
天
皇
側
近
受
領
で
あ
り
、
殿
上
と
し
て
献
上
し
た

の
で
あ
ろ
う
。
十
月
十
四
日
に
は
式
を
守
り
過
差
を
禁
じ
る
よ
う
仰
せ
ら
れ

て
い
る
「
献
五
節
人
々
」
に
「
景
舒
朝
臣
」
と
あ
る
か
ら
、
五
位
で
あ
っ
た

（『
小
右
記
』）。
間
違
い
な
く
実
子
が
舞
姫
で
あ
る
。
た
だ
、
景
舒
は
国
章
男

で
、
実
資
妻
の
母
源
惟
正
妻
の
兄
弟
、
実
資
妻
の
オ
ジ
に
あ
た
る
人
物
で
あ

る
。
し
か
し
参
議
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
中
下
級
貴
族
で
あ
る
。

　

管
見
の
限
り
で
は
、
以
上
の
四
人
が
実
子
と
し
て
舞
姫
に
な
っ
た
女
性
で

あ
る
。
①
参
議
源
悦
女
子
か
ら
は
、
十
世
紀
の
初
期
に
は
、
参
議
層
で
も
実

子
を
舞
姫
と
し
て
献
上
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
拙
稿
で
、
藤
原
高
子
に

「
貞
観
十
一
月
二
十
日
叙
従
五
位
下
〈
五
節
舞
姫
〉」（『
古
今
和
歌
集
目
録
』）

か
ら
、
清
和
天
皇
即
位
後
の
大
嘗
祭
に
舞
姫
だ
っ
た
と
推
察
し
た
が
、
ほ
ぼ

間
違
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。
②
の
蔵
人
頭
だ
っ
た
と
き
実
子
を
舞
姫
に
し
た

随
時
は
、
後
に
参
議
に
昇
る
か
ら
、
十
世
紀
前
半
は
、
参
議
に
昇
る
ク
ラ
ス

の
貴
族
層
で
も
女
子
が
舞
姫
に
な
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
抵
抗
感
が
な
か
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
②
で
は
、
中
納
言
や
太
政
大
臣
の
舞
姫
は
、

す
で
に
実
子
で
は
な
く
、
受
領
層
の
女
子
が
献
上
さ
れ
て
い
る
。
九
世
紀
末

に
は
、「
車
中
の
女
、
争
い
て
天
顔
を
み
る
。
或
い
は
半
身
を
出
し
、
或
い
は

路
面
を
忘
る
」（『
紀
家
集
』
競
狩
記
）
と
あ
り
、
牛
車
に
乗
る
階
層
の
女
性

た
ち
は
路
面
を
人
前
に
さ
ら
す
こ
と
は
恥
だ
と
さ
れ
て
い
た***

。
ゆ
え
に
、
天

皇
の
キ
サ
キ
撰
進
の
手
段
と
成
ら
な
く
な
っ
た
公
卿
層
の
女
性
た
ち
は
、
参

入
や
舞
う
際
は
几
張
や
扇
で
顔
を
隠
し
て
い
る
と
は
い
え
、
有
る
程
度
顔
を

さ
ら
さ
ね
ば
な
ら
な
い
舞
姫
に
な
る
こ
と
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
管
見
の
限
り
で
は
、
以
後
、
公
卿
層
の
娘
が
舞
姫
と
し
て
献
上
さ
れ
、

舞
う
例
は
平
安
中
期
で
は
な
い
。
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₂　

下
級
貴
族
出
身
の
舞
姫
た
ち

　

十
世
紀
中
頃
以
降
は
、
公
卿
層
で
も
、
実
子
を
舞
姫
に
す
る
事
は
な
い
。

で
は
、
ど
の
よ
う
な
女
性
た
ち
が
舞
姫
と
さ
れ
、
五
節
舞
を
舞
っ
た
の
か
。

献
上
者
が
記
録
類
に
舞
姫
の
出
自
を
明
記
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
以
下
、

具
体
的
に
う
か
が
え
る
舞
姫
を
提
示
し
、
ど
の
よ
う
な
階
層
の
女
性
た
ち
で

あ
っ
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。

②
天
慶
元
年
（
九
三
八
）
十
一
月
（
前
述
）

　

中
宮
穏
子
が
献
上
し
た
舞
姫
の
父
故
藤
原
滋
幹
は
、
谷
崎
潤
一
郎
の
小
説

「
少
将
滋
幹
の
母
」
で
著
名
な
、
美
し
い
若
い
妻
を
時
平
に
取
ら
れ
る
大
納

言
国
経
を
父
に
持
ち
、
祖
父
は
枇
杷
中
納
言
藤
原
長
良
で
あ
る
も
の
の
、
近

衛
少
将
で
没
す
る
下
級
貴
族
で
あ
る***

。

　

太
政
大
臣
忠
平
献
上
舞
姫
父
故
源
国
相
は
、
文
徳
天
皇
の
曾
孫
で
あ
る
も

の
の
正
五
位
下
伊
予
守
で
没
す
る
（『
尊
卑
分
脈
』）。

　

中
納
言
実
頼
献
上
舞
姫
父
故
源
公
家
は
、『
尊
卑
分
脈
』
等
に
も
該
当
者
と

思
わ
れ
る
人
物
は
見
あ
た
ら
ず
不
明
で
あ
る
が
、「
故
伊
予
介
」
で
没
し
た
の

で
あ
ろ
う
。
下
級
貴
族
、
受
領
層
の
娘
で
あ
る
。

　

三
人
の
舞
姫
は
、
下
級
貴
族
層
の
、
し
か
も
父
を
亡
く
し
て
い
る
。
す
で

に
、
十
世
紀
中
頃
の
舞
姫
そ
の
も
の
が
女
房
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
階
層

の
女
性
た
ち
と
言
え
よ
う
。

④
応
和
元
年
（
九
六
一
）
十
一
月

初
め
周
防
守
雅
正
女
を
点
ず
。
而
る
に
父
頓
死
と
曰
く
、
よ
り
て
左
大

臣（
実
頼
）忽
ち
責
む
。
事
俄
に
よ
り
調
う
る
こ
と
能
わ
ず
と
云
（々『
江

家
次
第
』
十
一
月
五
節
帳
台
試
、
十
一
月
十
六
日***

）

藤
原
雅
正
は
堤
中
納
言
兼
輔
男
で
あ
り
、
紫
式
部
の
祖
父
に
あ
た
る
。
雅
正

は
周
防
守
・
豊
後
守
・
越
前
守
を
歴
任
し
た
従
五
位
下
の
受
領
層
で
あ
る（『
尊

卑
分
脈
』）。
妻
が
右
大
臣
藤
原
定
方
女
で
あ
り
、
紀
貫
之
や
伊
勢
御
な
ど
と

も
交
流
が
あ
り***

、
殿
上
と
し
て
実
子
を
舞
姫
と
し
て
献
上
し
た
可
能
性
も
あ

る***

。
し
か
し
、
十
月
二
日
、「
蔵
人
珍
材
を
左
衛
門
督
藤
原
第
（
師
氏
）
に
遣

わ
し
、五
節
を
奉
る
べ
き
事
を
仰
す
〈
所
労
有
り
、不
参
に
依
る
な
り
〉」（『
西

宮
記
』
十
月
五
節
定
）、
と
あ
り
藤
原
師
氏
献
上
か
あ
る
い
は
他
の
公
卿
献

上
の
舞
姫
と
考
え
ら
れ
る
。
根
拠
は
、「
は
じ
め
周
防
守
雅
正
女
を
点
じ
た
。

し
か
し
、
父
が
頓
死
し
た
と
い
う
の
で
、
実
頼
が
責
め
た
が
、
急
な
の
で
舞

姫
を
調
習
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
の
文
言
で
あ
る
。
雅
正
が
献
上

者
な
ら
ば
、「
献
上
者
の
雅
正
が
頓
死
し
た
の
で
、
献
上
者
を
早
急
に
交
替
さ

せ
た
」
と
の
文
言
に
な
ろ
う
。
公
卿
層
の
献
上
し
た
舞
姫
で
あ
り
、
現
存
の

受
領
層
の
女
性
が
点
じ
ら
れ
た
史
料
と
考
え
る
。

⑥
永
祚
元
年
（
九
八
九
）
十
一
月

戌
終
わ
り
、
五
節
を
参
ら
し
む
。
ま
ず
自
ら
の
車
を
遣
わ
し
、
舞
姫
を

迎
え
取
ら
し
む
〈
中
務
少
輔
遠
高
女
な
り
〉（『
小
右
記
』
永
祚
元
年

十
一
月
十
二
日
丑
）

こ
の
年
は
参
議
藤
原
実
資
が
献
上
し
た
。
九
月
二
日
、「
聊
か
五
節
雑
事
を
定
、

今
年
必
ず
献
ず
べ
き
に
よ
る
な
り
」、
と
ま
だ
舞
姫
定
の
十
月
に
な
っ
て
い

な
い
の
に
準
備
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
二
月
二
十
三
日
参
議
に
任
じ
ら
れ

た
故
で
あ
る
。
新
任
公
卿
は
、
任
じ
ら
れ
る
と
近
々
に
舞
姫
を
献
上
す
る
慣

例
が
で
き
て
い
た
。
じ
じ
つ
、
九
月
十
九
日
に
は
、「
今
日
盃
酒
の
間
、
摂
政

（
兼
家
）
密
談
し
て
云
わ
く
、
汝
必
ず
五
節
を
献
ず
べ
し
」
と
内
密
に
献
上

が
命
じ
ら
れ
て
い
る
（『
小
右
記
』）。
摂
関
期
に
は
摂
関
が
五
節
舞
姫
献
上

者
を
実
質
的
に
決
定
し
て
い
る
。
良
岑
遠
高
は
、
史
料
上
で
は
従
五
位
上
相

当
の
中
務
少
輔
が
最
高
官
職
で
あ
る
（『
平
安
人
名
辞
典
〜
長
保
二
年
』）。

現
役
下
級
貴
族
層
の
娘
が
舞
姫
に
な
っ
た
事
例
で
あ
る
。
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な
お
、
こ
の
良
岑
遠
高
女
が
、「
勅
に
云
わ
く
、
良
岑
氏
子
を
五
節
師
と
為

す
。
す
な
わ
ち
名
簿
を
給
う
。
名
簿
に
従
五
位
下
良
岑
氏
子
と
記
す
〈
長
徳

四
年
十
一
月
三
日
、
宣
旨
に
よ
り
其
の
人
に
仰
す
と
云
々
〉」（『
権
記
』
長

徳
四
年
十
一
月
四
日
）、
さ
ら
に
、「
舞
師
氏
子
日
ご
ろ
病
悩
す
。
よ
り
て
孫

女
を
以
て
代
官
と
な
す
」（『
左
経
記
』
長
元
七
年
十
一
月
十
六
日
）
と
同
一

人
物
だ
と
考
え
ら
れ
る
が***

、
舞
姫
経
験
者
か
ら
舞
師
が
選
ば
れ
る
詳
細
に
つ

い
て
は
、
別
稿
で
検
討
し
た
い
。

⑦
正
暦
四
年
（
九
九
三
）
十
一
月

舞
姫
は
、
相
尹
の
馬
頭
の
む
す
め
、
染
殿
の
式
部
卿
宮
の
上
の
御
お
と

う
と
の
四
の
君
の
御
腹
、
十
二
に
て
、
い
と
を
か
し
げ
な
り
き
。（『
枕

草
子
』
宮
の
五
節
出
だ
せ
た
ま
う
段
、日
本
古
典
文
学
全
集
『
枕
草
子
』

小
学
館
、
以
下
同
）。

中
宮
藤
原
定
子
が
献
上
し
た
五
節
舞
姫
で
あ
る
。
藤
原
相
尹
は
、
師
輔
孫
、

遠
量
男
で
、
道
隆
・
道
長
等
の
従
兄
弟
に
あ
た
る
。
母
は
、
村
上
天
皇
皇
子

式
部
宮
為
平
親
王
の
妃
の
妹
で
、
源
高
明
四
女
で
あ
る
。
相
尹
は
、
同
年
正

月
二
十
三
日
、
摂
政
道
隆
大
饗
で
、
左
馬
頭
と
し
て
内
大
臣
道
兼
へ
の
請
客

使
と
な
っ
て
お
り
、
長
徳
二
（
九
九
六
）
年
四
月
二
十
四
日
、
伊
周
の
こ
と

に
関
わ
り
殿
上
間
を
削
ら
れ
て
い
る
（
以
上
『
小
右
記
』）
の
で
、
定
子
一

族
と
密
接
な
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
父
方
曾
祖
父
師
輔
、

母
方
祖
父
源
高
明
と
い
う
名
門
に
生
ま
れ
な
が
ら
も
、
父
は
正
四
位
下
ど
ま

り
の
受
領
層
に
な
っ
て
い
る
。
定
子
妹
原
子
淑
景
舎
が
東
宮
妃
と
し
て
入
内

し
た
際
、「
相
尹
の
馬
頭
の
む
す
め
少
将
」（『
枕
草
子
』
淑
景
舎
、
春
宮
に
ま

ひ
り
た
ま
ふ
段
）
が
み
え
、
姉
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
下
級
貴
族
層
の
娘
と

し
て
、
舞
姫
や
女
房
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑧
長
保
元
年
（
九
九
九
）
十
一
月

余
（
実
資
）
車
を
遣
わ
し
、
舞
姫
を
迎
え
し
む
〈
備
前
守
相
近
女
と
称

す
者
な
り
〉（『
小
右
記
』
長
保
元
年
十
一
月
二
十
二
日
丑
）

中
納
言
実
資
が
舞
姫
を
献
上
し
た
際
、
備
前
守
相
近
女
が
五
節
舞
姫
に
な
っ

て
い
る
。
十
一
月
十
六
日
に
、「
五
節
舞
姫
宅
、
今
日
師
を
迎
え
し
め
習
わ
し

む
」
と
あ
り
、
実
資
自
身
は
、
丑
日
の
内
裏
参
入
ま
で
舞
姫
に
直
接
あ
っ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
り
、
ゆ
え
に
「
称
す
女
な
り
」
と
の
文
言
に
な
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。
源
相
近
は
、
光
孝
天
皇
孫
源
清
平
を
祖
父
に
、
源
是
輔
を
父
に
持

ち
、
備
前
守
・
淡
路
守
等
を
歴
任
し
、
従
四
位
下
が
極
位
の
下
級
貴
族
層
受

領
層
で
あ
る
（『
尊
卑
分
脈
』）。
寛
和
元
年
（
九
八
五
）
四
月
三
十
日
、
実

資
女
児
の
三
夜
の
産
養
に
「
相
近
朝
臣
銭
三
十
貫
を
出
す
。
任
国
に
在
り
、

而
し
て
預
者
に
仰
せ
置
く
と
云
々
」（『
小
右
記
』）
と
あ
り
、
実
資
の
家
人

的
存
在
の
受
領
層
で
あ
る
。
現
存
受
領
層
の
娘
で
あ
る
。

⑨
長
保
五
年
（
一
〇
〇
三
）
十
一
月

今
夜
舞
姫
参
入
、相
模
守
清
重
女
、母
故
信
濃
守
陳
忠
女
な
り
（『
権
記
』

長
保
五
年
十
一
月
十
五
日
丑
）

参
議
藤
原
行
成
の
献
上
し
た
舞
姫
で
あ
る
。
行
成
は
、
長
保
三
年
八
月
に
参

議
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
長
保
四
年
は
新
嘗
祭
が
中
止
に
な
っ
た
た
め
に
、
こ

の
年
の
献
上
に
な
っ
た
。
清
重
は
、
系
図
等
で
も
不
明
で
あ
る
が
（『
平
安

人
名
辞
典
』）、
舞
姫
の
母
方
祖
父
は
、
信
濃
守
か
ら
帰
京
中
、
御
坂
峠
か
ら

転
落
し
て
も
平
茸
を
取
っ
た
こ
と
で
著
名
な
受
領
層
で
あ
る***

。
ま
た
、
陳
忠

妻
は
頼
忠
女
遵
子
立
后
の
際
に
、「
藤
原
近
子
を
以
て
内
侍
と
な
す
〈
信
濃
守

陳
忠
妻
な
り
〉」（『
小
右
記
』
天
元
元
年
三
月
十
一
日
）
と
あ
り
、
舞
姫
は

近
子
女
か
も
し
れ
な
い
。
現
存
受
領
層
の
娘
で
あ
る
。

⑩
万
寿
二
年
（
一
〇
二
五
）
十
一
月

今
夜
舞
姫
を
参
ら
し
む
〈
故
好
任
朝
臣
女
な
り
〉（『
小
右
記
』
万
寿
二
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年
十
一
月
十
一
日
丑
）

右
大
臣
実
資
六
十
九
歳
が
献
上
し
た
舞
姫
で
あ
る
。
橘
好
任
は
、「
蔵
人
を
補

し
定
め
ら
る
〈
雑
色
橘
好
任
前
司
則
光
男
〉」（『
左
経
記
』
長
和
五
年

（
一
〇
一
六
）
正
月
八
日
）
と
あ
り
、
三
条
天
皇
の
蔵
人
に
任
じ
ら
れ
、
橘

則
光
男
と
な
っ
て
い
る
。
同
年
正
月
二
十
九
日
、
後
一
条
天
皇
に
受
禅
し
三

条
上
皇
と
な
っ
て
も
院
蔵
人
に
な
っ
て
い
る
（『
小
右
記
』、
な
お
橘
氏
系
図

に
は
な
い
）。
則
光
は
清
少
納
言
の
夫
で
あ
る
が
、
好
任
は
他
の
妻
の
子
ど

も
で
あ
ろ
う
。
名
＋
朝
臣
で
あ
り
、
五
位
の
下
級
貴
族
層
で
あ
る
。
父
を
亡

く
し
た
下
級
貴
族
の
娘
が
舞
姫
に
成
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
十
一
月
二
日
に
は
、「
故
好
任
朝
臣
女
、
今
夜
家
に
お
い
て
著
裳
せ

し
む
。
五
節
舞
姫
と
な
す
べ
き
に
依
る
な
り
。
少
納
言
資
高
、
裳
の
腰
を
結

ぶ
」（『
小
右
記
』）
と
あ
り
、
実
資
家
で
着
裳
を
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
実

資
の
養
子
資
高
が
腰
結
役
に
な
っ
て
い
る
。
女
房
の
娘
の
着
裳
を
主
で
あ
る

実
資
が
行
っ
て
い
る
例
が
あ
る
の
で
、
実
資
家
の
女
房
層
に
関
係
し
て
い
る

可
能
性
も
あ
る***

。
さ
ら
に
、
十
一
月
九
日
、
実
資
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

家
に
旧
五
節
有
り
、
よ
り
て
日
来
内
々
に
習
わ
し
む
。
師
を
迎
え
る
旨

の
日
、
だ
た
昨
今
と
雖
も
、
練
習
す
る
所
、
日
あ
る
の
み
。

舞
姫
に
舞
を
調
習
さ
せ
る
た
め
に
、
参
入
の
丑
日
の
直
前
に
舞
師
を
迎
え
る

が
、
そ
の
前
に
家
に
居
る
「
旧
五
節
」
か
ら
舞
を
習
わ
せ
て
い
る
。
実
資
の

舞
姫
献
上
は
、
⑥
と
⑧
で
あ
る
が
、
⑧
の
備
前
守
相
近
女
で
あ
ろ
う
か
。
と

す
る
な
ら
、
二
十
六
年
も
前
の
舞
姫
で
あ
る
。
寛
仁
二
年
（
一
〇
一
八
）

十
一
月
十
七
日
、
舞
姫
を
献
上
す
る
養
子
資
平
が
や
っ
て
来
て
、「
今
夜
師
を

迎
え
舞
を
習
い
、
明
夕
帰
す
べ
し
」
と
実
資
に
伝
え
て
い
る
。
五
節
舞
は
一

晩
で
教
習
で
き
る
所
作
の
舞
で
、
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い***

。
い
ず
れ
に
し
て
も
、

舞
姫
が
家
女
房
に
な
る
例
で
あ
る
。

⑪
長
元
五
年
（
一
〇
三
二
）
十
一
月

桑
糸
二
十
疋
、
八
木
二
十
石
を
舞
姫
の
許
に
遣
わ
す
。
舞
姫
は
前
長
門

守
定
雅
女
な
り
（『
小
右
記
』
長
元
五
年
十
一
月
八
日
）。

右
大
臣
実
資
婿
兼
頼
が
五
節
を
献
上
し
た
。
参
入
は
、
十
一
月
二
十
一
日
丑

で
あ
る
。
兼
頼
は
、
前
年
長
元
四
年
十
二
月
二
十
六
日
、
参
議
に
任
じ
ら
れ

て
い
る
（『
公
卿
補
任
』）。「
宰
相
中
将
（
兼
頼
）、
五
節
を
献
ず
。
経
営
は

下
官
（
実
資
）
の
経
営
の
如
し
」（『
小
右
記
』
十
一
月
二
十
一
日
丑
）、
と

実
資
が
自
身
の
日
記
に
記
す
よ
う
に
、
経
費
等
の
準
備
は
同
居
の
舅
実
資
が

出
し
て
い
る***

。

　

藤
原
定
雅
は
、
勧
修
寺
内
大
臣
高
藤
曾
孫
嘉
時
男
で
、
従
五
位
下
武
蔵
守

（『
尊
卑
分
脈
』）
の
受
領
層
で
あ
る
。
万
寿
元
年
（
一
〇
二
四
）
十
二
月

十
三
日
、
実
資
女
千
古
の
着
裳
の
際
、
千
古
の
家
人
の
一
人
に
選
ば
れ
て
お

り
、
万
寿
四
年
三
月
五
日
、「
定
雅
朝
臣
を
家
司
と
為
す
」
と
実
資
の
家
司
に

も
任
じ
ら
れ
て
い
る
（『
小
右
記
』）。
下
級
貴
族
で
あ
る
家
司
の
娘
が
舞
姫

に
献
上
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
八
件
、
全
部
で
十
人
の
舞
姫
が
、
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
中
頃
ま
で

の
主
と
し
て
記
録
類
等
で
父
の
名
が
明
確
に
な
る
舞
姫
で
あ
る
。
全
員
、
公

卿
層
以
上
の
献
上
者
の
舞
姫
で
あ
る
。
舞
姫
と
し
て
選
ば
れ
た
女
性
は
、
す

べ
て
下
級
貴
族
層
の
娘
で
あ
る
。
⑦
の
相
近
女
は
、
十
二
歳
で
あ
り
、
⑩
の

橘
好
任
女
は
、
舞
姫
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
契
機
に
着
裳
を
し
て
い
る
。
当
時

の
着
裳
年
齢
は
十
四
〜
六
歳
前
後
が
多
い
が
、
入
内
や
結
婚
を
期
に
着
裳
を

行
う
よ
う
に
な
る
と
、
十
〜
十
二
歳
の
場
合
も
多
く
な
る***

。
う
ら
若
い
少
女

が
、
献
上
者
の
権
威
と
権
勢
を
誇
る
た
め
に
用
意
さ
れ
た
絢
爛
豪
華
な
衣
装

を
着
せ
ら
れ
、
扇
で
顔
を
隠
し
て
い
る
と
は
い
え
、
天
皇
や
殿
上
人
の
前
で
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舞
を
舞
う
の
は
相
当
な
緊
張
を
強
い
た
に
違
い
な
い
。
ゆ
え
に
こ
そ
、
紫
式

部
が
『
紫
式
部
日
記
』
に
「
あ
ゆ
み
い
る
さ
ま
ど
も
、「
あ
さ
ま
し
う
。
つ
れ

な
の
わ
ざ
や
」
と
の
み
お
も
へ
ど
、
人
の
上
と
の
み
お
ぼ
え
ず
」（『
紫
式
部

日
記
』
小
学
館
）
と
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
実
資
の
献
上
す
る
舞
姫

は
、
実
資
の
家
人
的
近
臣
や
家
司
の
娘
が
点
じ
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
女
房
と
し

て
仕
え
て
い
る
実
態
も
判
明
し
た
。

　

さ
ら
に
、
殿
上
受
領
が
献
上
し
た
舞
姫
の
名
前
や
出
自
が
史
料
上
明
確
に

な
ら
な
い
も
の
の
、
公
卿
層
の
舞
姫
は
現
存
受
領
層
の
娘
が
選
ば
れ
る
こ
と

か
ら
し
て
、
殿
上
受
領
の
献
上
す
る
舞
姫
は
、
史
料
が
残
ら
な
い
も
の
の
、

実
子
の
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

₃　

院
政
期
の
舞
姫
た
ち

　

十
一
世
紀
後
期
に
な
る
と
、
五
節
は
、
淵
酔
が
定
例
化
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
舞
姫
参
入
か
ら
豊
明
節
会
の
五
節
舞
ま
で
、
殿
上
人
達
は
、
衣
装
を
肩

脱
ぎ
し
、
飲
み
・
歌
い
・
舞
う
。『
平
家
物
語
』
殿
上
の
闇
討
ち
説
話
の
背

景
で
あ
る
。
五
節
淵
酔
な
ど
の
実
態
は
、
別
稿
で
詳
細
に
論
じ
る
予
定
で
あ

る
が***

、
小
稿
の
五
節
舞
姫
実
態
解
明
の
み
具
体
的
に
検
討
し
た
い
。
ま
ず
は
、

大
嘗
祭
の
五
節
舞
姫
叙
位
史
料
が
残
さ
れ
て
お
り
、
名
前
が
判
明
す
る
。

⑫
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
十
一
月

従
五
位
下
（
中
略
）
源
清
子
・
藤
原
姫
子
・
大
江
長
子
・
藤
原
経
子
・

藤
原
琳
子
、
以
上
五
人
五
節
舞
姫
（『
本
朝
世
紀
』
治
暦
四
年
十
一
月

二
十
八
日
）

治
暦
四
年
四
月
後
冷
泉
天
皇
が
崩
じ
、
七
月
後
三
条
天
皇
が
即
位
し
、
十
一

月
に
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
女
叙
位
が
行
わ
れ
た
記
事
で
あ
る
。
大
嘗

祭
の
舞
姫
は
叙
位
さ
れ
る
と
し
た
十
世
紀
初
頭
の
三
善
清
行
意
見
封
事
の
文

言
が
確
認
さ
れ
る
。『
平
安
人
名
辞
典
ー
康
平
三
年
（
一
〇
六
〇
）***

』
の
検
索

で
は
、
藤
原
経
子
が
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
十
二
月
八
日
、「
従
五
位
下
藤

原
経
子
（
中
略
）
以
上
禁
色
衣
装
を
着
す
を
聴
す
べ
し
」（『
朝
野
群
載
』
巻

五
朝
儀
下
）
と
の
記
事
と
同
名
で
あ
る
が
、
同
人
か
ど
う
か
不
明
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
他
の
四
人
は
、
五
節
舞
姫
叙
位
記
事
の
み
で
、
女
房
勤
め
を

し
た
の
か
ど
う
か
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る***

。

⑬
寛
治
元
年
（
一
〇
八
七
）
十
二
月

大
嘗
祭
女
叙
位
事
有
り
（
中
略
）。
従
五
位
下
（
中
略
）、
高
階
遠
子
、

藤
和
子
、
藤
公
子
、
源
信
子
、
藤
姫
子
〈
以
上
五
節
舞
姫
〉（『
本
朝
世

紀
』
十
二
月
八
日
）

堀
河
天
皇
即
位
の
大
嘗
祭
で
あ
る
。
こ
の
年
は
、
右
大
臣
源
顕
房
、
権
中
納

言
藤
原
伊
房
、
参
議
藤
原
公
定
、
美
作
守
清
長
、
備
前
守
季
綱
の
五
人
が
献

上
し
て
い
る
（『
中
右
記
』）。
五
人
の
舞
姫
た
ち
も
そ
の
後
の
実
態
は
不
明

で
あ
る***

。

⑭
康
治
元
年
（
一
一
四
二
）
十
一
月

従
五
位
下
（
中
略
）
藤
原
知
子
〈
舞
姫
〉、
藤
原
賢
子
〈
同
〉、
同
家
子

〈
同
〉、
同
仙
子
〈
同
〉（『
本
朝
世
紀
』
康
治
元
年
十
一
月
二
十
六
日
）

昨
年
十
二
月
近
衛
天
皇
が
即
位
し
て
お
り
、
こ
の
年
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
た
。

十
一
月
十
三
日
「
今
夜
五
節
舞
姫
参
内
す
〈
権
中
納
言
藤
原
実
光
卿
、
参
議

同
顕
業
卿
、
同
経
定
朝
臣
、
越
後
守
藤
原
実
明
、
甲
斐
守
同
顕
遠
、
各
舞
姫

を
献
ず
〉」（『
本
朝
世
紀
』）
と
あ
り
、
献
上
者
は
規
定
通
り
五
人
で
あ
る
。

し
か
し
、
五
節
舞
姫
は
四
人
し
か
叙
位
さ
れ
て
い
な
い
。
十
八
日
午
の
豊
明

節
会
で
は
、「
五
節
舞
姫
五
人
、
西
軟
障
依
り
出
、
南
廂
中
央
に
お
い
て
舞
い
、

退
出
」（『
本
朝
世
紀
』）
と
あ
り
、
豊
明
節
会
で
五
人
が
滞
り
な
く
舞
っ
て

お
り
、
後
述
の
仁
安
三
年
の
よ
う
な
献
上
者
の
解
官
・
叱
責
な
ど
の
史
料
は
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な
い
の
で
、
四
名
し
か
叙
爵
さ
れ
な
い
理
由
は
、
今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
四
人
の
実
態
も
他
の
史
料
に
見
え
ず
不
明
で
あ
る
。

⑰
仁
安
元
年
（
一
一
六
六
）
十
一
月

大
嘗
祭
後
の
女
叙
位
（
中
略
）
従
五
位
下
（
中
略
）
平
成
子
、
同
節
子
、

同
長
子
、
同
仲
子
、
同
仙
子
〈
以
上
五
節
舞
姫
〉（『
兵
範
記
』
仁
安
元

年
十
一
月
二
十
五
日
）

昨
年
六
条
天
皇
が
即
位
し
て
お
り
、
そ
の
大
嘗
祭
で
あ
る
。
十
三
日
丑
、「
五

節
参
る
な
り
。
舞
姫
献
ず
る
人
々
、
右
衛
門
督
重
盛
卿
、
参
議
成
頼
卿
、
参

議
親
範
朝
臣
、
美
作
守
宗
盛
朝
臣
、
武
蔵
守
知
盛
」（『
兵
範
記
』）
の
五
名

が
献
上
し
て
い
る
。
叙
爵
さ
れ
た
五
人
の
女
性
た
ち
も
不
明
で
あ
る
。

⑱
仁
安
三
年
（
一
一
六
八
）
十
二
月

大
嘗
会
女
叙
位
な
り
（
中
略
）
藤
原
成
子
〈
舞
姫
〉、
平
久
子
〈
同
〉、

源
保
子
〈
同
〉、藤
原
季
子
〈
同
〉（『
兵
範
記
』
仁
安
三
年
十
二
月
四
日
）

二
月
十
九
日
受
禅
、
三
月
二
十
六
日
即
位
式
を
あ
げ
た
高
倉
天
皇
の
大
嘗
祭

の
五
節
は
、
十
一
月
二
十
日
丑
、
五
節
参
上
・
帳
台
試
、
二
十
一
日
寅
、
御

前
試
、
二
十
二
日
卯
、
童
御
覧
、
二
十
五
日
午
、
五
節
舞
の
次
第
で
行
わ
れ

た
。
十
月
十
五
日
、「
殿
下
御
直
廬
に
お
い
て
五
節
定
有
り
。
頭
中
将
執
筆
。

権
大
納
言
成
親
、
右
衛
門
督
時
忠
、
左
大
弁
雅
頼
、
能
登
守
平
通
盛
朝
臣
、

武
蔵
守
同
知
盛
」（『
兵
範
記
』）
と
五
人
が
決
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
武
蔵

守
同
知
盛
が
尾
張
守
保
盛
に
変
わ
っ
て
い
る
。
五
節
舞
た
ち
の
叙
位
に
あ

た
っ
て
、
平
信
範
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

五
節
舞
姫
五
人
叙
爵
す
べ
し
。
そ
の
中
、権
中
納
言
（
成
親
）、別
当
（
権

中
納
言
平
時
忠
）、
左
大
弁
（
参
議
雅
頼
）
等
、
名
簿
を
献
じ
ら
る
。

よ
り
て
袖
に
そ
の
人
の
申
を
書
き
注
す
。
能
登
守
通
盛
朝
臣
舞
姫
は
例

の
申
文
を
献
ず
。
短
冊
に
云
わ
く
、
五
節
舞
姫
爵
を
申
す
、
こ
れ
長
元

九
年
、
寛
治
元
年
の
例
な
り
。
尾
張
守
保
盛
は
、
解
官
さ
れ
る
に
よ
り
、

申
文
を
進
ら
ず
、
沙
汰
に
及
ば
ず
。（『
兵
範
記
』
十
二
月
四
日
）

四
人
の
献
上
者
は
、
舞
姫
の
名
簿
を
提
出
し
た
が
、
尾
張
守
保
盛
は
、
解
官

さ
れ
た
の
で
名
簿
も
提
出
さ
れ
ず
、
叙
爵
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
十
一
月

二
十
八
日
、
蔵
人
頭
平
信
範
は
召
し
に
よ
り
、
後
白
河
院
に
参
っ
た
。
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

尾
張
守
保
盛
五
節
を
催
さ
る
の
間
の
次
第
、
最
初
よ
り
尋
ね
仰
せ
ら
る
。

厳
親
頼
盛
卿
の
申
状
、
度
々
散
状
次
第
申
し
上
ぐ
と
云
々
。
仰
せ
を
奉

り
摂
政
殿
に
参
る
。
次
い
で
左
府
亭
に
向
か
い
、
仰
せ
下
す
と
云
々
。

　
　

参
議
太
宰
大
弐
右
兵
衛
督
頼
盛
朝
臣
、

　
　

右
兵
衛
佐
尾
張
守
平
保
盛
等
、
見
任
を
解
却
せ
し
む
者
り

　
　

父
子
の
間
、
逆
鱗
の
至
り
、
五
ケ
重
職
を
解
か
れ
お
わ
ん
ぬ
。
五
節
参

入
、
並
び
に
御
覧
の
儀
、
奉
行
職
事
数
度
御
教
書
を
遣
わ
す
に
、
一
切

承
引
せ
ず
、
毎
度
対
捍
す
（
中
略
）。
奉
公
の
間
は
、
自
他
を
あ
い
存
じ
、

な
お
跼
蹐
す
べ
き
も
の
な
り
。（『
兵
範
記
』）

頼
盛
と
保
盛
父
子
へ
の
後
白
河
院
の
怒
り
は
相
当
な
も
の
で
、
右
衛
門
尉
・

左
兵
衛
尉
・
右
兵
衛
尉
・
右
馬
允
の
武
官
の
職
を
解
か
れ
て
い
る***

。
そ
の
逆

鱗
の
中
に
、「
五
節
参
入
、
並
び
に
御
覧
の
儀
、
奉
行
職
事
数
度
御
教
書
を
遣

わ
す
に
、
一
切
承
引
せ
ず
」
と
あ
る
。
二
十
日
丑
に
は
、
尾
張
守
の
五
節
舞

姫
は
夜
に
参
入
し
て
い
る
。「
次
い
で
尾
張
参
上
同
前
、
こ
の
間
、
少
納
言

泰
経
御
教
書
を
奉
り
到
来
す
。
そ
の
院
宣
の
請
文
を
申
す
た
め
に
、
下
官
頭

中
将
に
触
れ
退
去
す
」
と
あ
り
、
た
し
か
に
院
か
ら
の
御
教
書
が
来
て
、
信

範
が
受
け
取
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
記
し
て
い
な
い
。
帳
台
試
で
は
、
摂
政

が
天
皇
に
代
わ
り
舞
師
局
に
入
り
見
て
い
る
が
、「
尾
張
馬
道
の
東
腋
よ
り
出

で
、
北
方
よ
り
直
に
参
上
す
。
舞
姫
五
人
参
上
の
後
舞
う
」
と
あ
り
、
尾
張
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守
保
盛
が
献
上
し
た
舞
姫
は
き
ち
ん
と
舞
っ
て
い
る
。さ
ら
に
、「
御
覧
の
儀
」

は
二
十
二
日
卯
の
童
女
御
覧
で
あ
る
が
、「
尾
張
、
右
少
将
泰
通
朝
臣
一
人
、

下
仕
非
蔵
人
仲
基
」
と
あ
り
、
童
女
を
献
上
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
参
議
左

大
弁
雅
頼
は
童
女
御
覧
に
献
上
し
て
い
な
い
。
御
教
書
に
随
わ
な
か
っ
た
の

は
、
童
女
と
下
仕
の
介
添
え
役
を
奉
仕
し
た
泰
通
と
仲
基
に
関
わ
る
こ
と
か

も
し
れ
な
い
。
介
添
え
役
に
つ
い
て
は
、
院
か
ら
の
要
請
が
あ
る
事
が
多
い
。

最
後
の
二
十
五
日
丑
日
の
大
極
殿
で
の
五
節
舞
は
五
人
の
舞
姫
が
舞
っ
て
お

り
、
尾
張
守
保
盛
の
献
上
し
た
舞
姫
も
舞
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
以
上
『
兵

範
記
』）。
舞
姫
に
な
り
、
一
生
懸
命
舞
っ
た
の
に
、
政
治
的
抗
争
に
巻
き
込

ま
れ
叙
位
さ
れ
な
か
っ
た
舞
姫
は
臍
を
噛
ん
だ
に
ち
が
い
な
い
。

　

な
お
、「
五
節
舞
姫
爵
を
申
す
、
こ
れ
長
元
九
年
、
寛
治
元
年
の
例
な
り
」

と
あ
る
が
、
長
元
九
年
（
一
〇
三
六
）
は
史
料
が
な
く
、
寛
治
元
年
に
五
節

舞
姫
五
人
が
叙
爵
さ
れ
た
の
は
、
⑬
に
あ
げ
た
通
り
で
あ
る
。
十
世
紀
初
頭

の
三
善
清
行
に
大
嘗
祭
の
舞
姫
が
叙
爵
さ
れ
る
こ
と
は
九
世
紀
か
ら
の
慣
例

と
あ
っ
た
が
、
長
元
九
年
の
後
朱
雀
天
皇
大
嘗
祭
叙
位
を
先
例
に
あ
げ
る
理

由
は
不
明
で
あ
る
。

　

以
上
の
五
件
、
二
十
三
名
の
大
嘗
祭
で
舞
っ
た
舞
姫
が
、
叙
爵
さ
れ
た
こ

と
が
史
料
か
ら
確
か
め
ら
れ
た
。
院
政
期
に
は
、
外
に
も
、
三
件
の
舞
姫
の

出
自
が
判
明
す
る
。

⑮
久
安
二
年
（
一
一
四
六
）
十
一
月

こ
の
度
舞
姫
、前
周
防
権
守
信
雅
女
〈
信
雅
、故
顕
雅
卿
子
な
り
〉（『
台

記
』
久
安
二
年
十
一
月
十
四
日
）

こ
の
年
は
頼
長
が
五
節
舞
姫
を
献
上
し
た
が
、
頼
長
の
舞
姫
で
あ
る
。
信
雅

父
顕
雅
は
、
六
條
右
府
源
顕
房
男
で
、
権
大
納
言
に
ま
で
昇
っ
て
い
る
が
、

信
雅
は
、
従
五
位
上
陸
奥
守
等
の
受
領
層
で
あ
る
。
頼
長
男
師
長
は
、「
今
日

左
府
若
君
〈
十
二
、
信
雅
朝
臣
女
腹
、
女
院
宮
仕
督
殿
な
り
〉」（『
兵
範
記
』

久
安
五
年
十
月
十
六
日
）
と
あ
り
、
信
雅
女
は
、
高
陽
院
泰
子
女
房
の
督
殿

で
、
師
長
の
母
と
な
っ
て
い
る
。
師
長
が
久
寿
元
年
（
一
一
五
四
）
十
一
月

十
二
日
、
権
中
納
言
に
昇
任
し
た
翌
日
に
は
、「
高
陽
院
に
詣
る
〈
余
女
房
此

の
院
に
在
り
、
同
じ
く
申
す
〉」（『
台
記
』）、「
母
堂
御
許
」（『
兵
範
記
』）
に

慶
賀
申
に
訪
れ
て
い
る
。
ツ
マ
の
妹
を
舞
姫
に
献
上
し
た
の
で
あ
る
。

⑯
久
寿
元
年
（
一
一
五
四
）
十
一
月

子
刻
舞
姫
〈
忠
基
卿
女
〉
以
下
参
内
（『
台
記
』
久
寿
元
年
十
一
月

十
六
日
）

頼
長
男
師
長
十
七
歳
が
舞
姫
を
献
上
し
た
。
師
長
は
、
同
年
十
一
月
十
二
日

に
権
中
納
言
に
昇
任
し
た
ば
か
り
で
あ
る
。
十
三
日
に
は
、「
師
長
、
東
三
条

院
に
帰
り
、
直
衣
を
著
し
、
五
節
雑
事
を
定
む
。」
と
あ
り
、
昇
任
後
に
五

節
雑
事
を
定
め
て
い
る
。
忠
基
は
、
師
実
孫
、
忠
教
一
男
で
あ
り
、
頼
長
父

忠
実
の
従
兄
弟
で
あ
る
。
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
に
は
権
中
納
言
に
な
り
、

仁
平
三
年
（
一
一
五
三
）
閏
十
二
月
に
権
中
納
言
を
辞
し
大
宰
権
帥
に
な
り
、

久
寿
元
年
四
月
に
は
本
座
に
復
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
権
中
納
言
の
娘
が
舞

姫
で
あ
る
。
十
六
日
に
は
、「
帥
忠
基
卿
、同
（
下
仕
）
装
束
二
具
を
送
る
」
と
、

装
束
を
送
る
密
接
な
関
係
に
あ
る
。
ま
た
、「
童
女
車
、
帥
に
借
り
る
」
と
車

を
借
り
る
関
係
で
も
あ
る
（
以
上
『
台
記
』）。

⑲
元
暦
元
年
（
一
一
八
四
）
十
一
月

舞
姫
〈
前
寮
頭
『
君
達
』
忠
重
女
〉（『
玉
葉
』
十
一
月
十
六
日
丑
）

院
宣
に
よ
り
養
和
二
年
（
一
一
八
三
年
）
八
月
二
十
日
に
尊
成
親
王
（
後
鳥

羽
天
皇
）
が
践
祚
し
て
い
た
。
十
一
月
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
、
右
大
臣
兼
実
息

良
通
権
大
納
言
十
八
歳
が
、
舞
姫
を
献
上
し
た
。

　

頼
長
と
師
長
の
舞
姫
二
人
、
良
通
の
舞
姫
一
人
の
三
人
が
、
十
二
世
紀
に
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出
自
が
わ
か
る
舞
姫
で
あ
る
。
摂
関
期
と
比
較
し
て
、
舞
姫
は
、
献
上
者
と

の
関
係
で
選
ば
れ
て
お
り
、
し
か
も
親
族
関
係
に
あ
る
女
性
た
ち
、
公
卿
層

の
女
性
で
あ
る
。
別
稿
で
詳
細
に
論
じ
る
予
定
で
あ
る
が
、
舞
姫
に
な
る
と

多
く
の
禄
が
与
え
ら
れ
、
莫
大
な
収
入
を
保
証
さ
れ
た
五
節
舞
師
に
任
命
さ

れ
る
事
も
あ
り
、
女
性
自
身
も
上
昇
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
を
秘
め
て

お
り
、
ゆ
え
に
近
親
者
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
し
か
も
公
卿
層
の
女
性

で
も
舞
姫
に
な
る
こ
と
が
さ
ほ
ど
抵
抗
感
が
な
く
な
っ
た
こ
と
も
推
察
さ
れ

る
。
院
政
期
を
経
て
、
舞
姫
は
大
き
な
変
容
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。　

三　

女
房
名
の
五
節
た
ち

　

二
章
で
は
、
主
と
し
て
記
録
類
か
ら
判
明
す
る
五
節
舞
姫
を
提
示
し
分
析

し
た
。
こ
の
章
で
は
、「
五
節
」
の
女
房
名
を
持
っ
た
り
、
あ
る
い
は
和
歌
・

物
語
等
か
ら
判
明
す
る
出
自
が
わ
か
る
実
在
の
五
節
舞
姫
を
探
索
し
て
み
た

い
。

Ａ
藤
原
滋
包
女

　

五
節
の
舞
姫
に
て
、
も
し
召
し
留
め
ら
る
ゝ
事
や
あ
る
と
思
侍
け

る
を
、
さ
も
あ
ら
ざ
り
け
れ
ば　
　
　
　
　
　

藤
原
滋
包
が
む
す
め

く
や
し
く
ぞ
天
つ
乙
女
と
な
り
に
け
る
雲
地
た
づ
ぬ
る
人
も
な
き
よ
に

（『
後
撰
和
歌
集
』
一
一
〇
一
番
）

藤
原
滋
包
は
藤
原
真
道
孫
、
陸
奥
守
連
並
息
で
、
兄
弟
に
陸
奥
守
忠
国
が
お

り
、
本
人
も
陸
奥
介
と
あ
る
（『
尊
卑
分
脈
』）。
従
兄
弟
に
当
た
る
佐
忠
の

息
時
明
は
、
正
暦
元
年
（
九
九
〇
）
和
泉
守
在
任
中
五
節
舞
姫
を
献
上
し
て

お
り
（『
小
右
記
』
正
暦
元
年
九
月
十
四
日
）、
長
保
二
年
（
一
〇
〇
〇
）
四

月
九
日
、「
頼
任
元
の
名
公
信
、
勧
学
院
学
頭
な
り
。
故
勘
解
由
長
官
佐
忠
孫
、

而
し
て
故
山
城
守
時
明
朝
臣
男
な
り
」（『
権
記
』）
と
あ
り
亡
く
な
っ
て
い
る
。

滋
包
女
は
、
十
世
紀
中
期
こ
ろ
の
舞
姫
で
あ
ろ
う
。
当
時
、
舞
姫
は
、「
も
し

召
し
留
め
ら
る
ゝ
事
や
あ
る
」
と
期
待
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
下

級
貴
族
層
の
女
性
で
あ
る
。
天
皇
の
元
に
召
し
留
め
ら
れ
る
事
は
な
か
っ
た

も
の
の
、『
後
撰
和
歌
集
』
に
歌
が
載
っ
て
お
り
、
女
房
勤
め
の
経
験
が
あ
る

可
能
性
も
高
い
。

Ｂ
少
将
の
お
も
と

　

を
な
じ
と
こ
ろ
の
少
将
の
を
も
と
、
五
節
の
舞
姫
し
て
返
た
る
に

神
舞
し
を
と
め
に
い
か
で
榊
葉
の
変
は
ら
ぬ
色
と
知
ら
せ
て
し
か
な

（『
実
方
集
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
平
安
私
家
集
』）

実
方
は
、
祖
父
は
忠
平
男
師
尹
、
父
定
時
は
従
五
位
上
侍
従
で
終
わ
っ
て
い

る
の
で
早
世
し
た
の
だ
と
推
察
さ
れ
（『
尊
卑
分
脈
』）、
叔
父
済
時
の
養
子

と
な
っ
て
い
る
。
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
正
月
陸
奥
守
に
任
じ
、
九
月

二
十
九
日
罷
申
を
行
い
下
向
し
、長
徳
四
年
十
二
月
卒
し
た（『
大
日
本
史
料
』

第
二
編
之
三***

）。「
を
な
じ
と
こ
ろ
の
」
と
は
、
小
一
条
殿
女
御
済
時
女
娍
子

で
あ
り
、「
少
将
の
を
も
と
」
と
は
、
娍
子
に
仕
え
る
女
房
で
あ
る
。「
五
節

の
舞
姫
し
て
返
た
る
に
」
と
あ
る
文
言
が
実
態
に
即
し
た
時
間
的
経
過
を
記

述
し
て
い
る
と
す
る
と
、
す
で
に
女
房
仕
え
を
し
て
い
る
女
性
が
、
五
節
舞

姫
に
点
じ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

Ｃ
五
節
の
弁

　

五
節
の
弁
と
い
ふ
人
侍
り
。
平
中
納
言
の
、
む
す
め
に
し
て
か
し
づ

く
と
聞
き
侍
り
し
人
。
絵
に
描
い
た
る
顔
し
て
、
額
い
た
う
腫
れ
た
る

人
の
、
目
尻
い
た
う
ひ
き
て
、
顔
も
こ
こ
は
や
と
見
ゆ
る
と
こ
ろ
な
く
、

色
白
う
、
手
つ
き
腕か
い
なつ

き
い
と
お
か
し
げ
に
、
髪
は
、
見
は
じ
め
侍
り

し
春
は
、
丈
に
一
尺
ば
か
り
あ
ま
り
て
、
こ
ち
た
く
多
か
り
げ
な
り
し

が
、
あ
さ
ま
し
う
分
け
た
る
や
う
に
落
ち
て
、
裾
も
さ
す
が
に
細
ら
ず
、
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長
さ
は
す
こ
し
あ
ま
り
て
侍
め
り
。（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
土
佐

日
記　

蜻
蛉
日
記　

紫
式
部
日
記　

更
級
日
記
』
岩
波
書
店
、以
下
同
）

紫
式
部
の
同
僚
女
房
評
で
あ
る
が
、
な
か
な
か
評
価
が
高
い
。
平
中
納
言
惟

仲
が
養
女
に
し
て
い
る
女
性
と
あ
る
。
一
条
天
皇
中
宮
藤
原
彰
子
が
敦
成
親

王
出
産
の
後
、
寛
弘
五
年
（
一
〇
〇
八
）
九
月
十
六
日
夜
、「
若
き
人
は
舟
に

の
り
て
あ
そ
ぶ
」
中
に
「
五
節
弁
」
が
見
え
る
。
五
節
舞
姫
経
験
者
ゆ
え
に

「
五
節
」
が
、「
弁
」
は
養
父
の
官
職
に
ち
な
む
候
名
で
あ
ろ
う***

。
平
惟
仲
は

永
延
元
年
（
九
八
七
）
七
月
右
少
弁
に
任
じ
、
正
暦
三
年
（
九
九
二
）
八
月

右
大
弁
兼
任
で
参
議
に
な
り
、
長
徳
二
年
（
九
九
六
）
七
月
権
中
納
言
に
任

じ
ら
れ
た
と
き
左
大
弁
を
去
っ
て
い
る
（『
公
卿
補
任
』）。
惟
仲
は
正
暦
元

年
に
近
江
守
で
、
長
徳
四
年
に
中
納
言
で
、
五
節
舞
姫
を
献
上
し
て
い
る***

。

正
暦
元
年
右
大
弁
三
十
一
歳
の
時
に
親
族
関
係
に
あ
る
少
女
を
養
女
に
し
て

舞
姫
に
献
上
し
、
彰
子
女
房
と
し
て
仕
え
さ
せ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
中
納

言
で
養
女
に
し
た
舞
姫
な
ら
「
五
節
の
中
納
言
」
と
名
乗
る
こ
と
に
な
り
、

ま
た
中
納
言
で
は
前
述
の
よ
う
に
養
女
で
も
舞
姫
に
献
上
し
な
い
と
推
察
さ

れ
る
か
ら
で
あ
る
。
紫
式
部
が
女
房
に
成
っ
た
と
き
は
髪
が
長
く
多
か
っ
た

が
、
今
は
抜
け
落
ち
て
い
る
こ
と
か
ら
推
考
す
る
に
可
能
性
は
高
い
、
と
思

わ
れ
る***

。
惟
仲
が
有
能
な
道
長
父
兼
家
家
司
だ
っ
た
こ
と
は
著
名
で
あ
る
。

惟
仲
は
中
納
言
に
昇
る
も
の
の
本
来
は
中
下
級
貴
族
層
で
あ
る
。

Ｄ
五
節
の
君

若
君
の
御
乳
母
は
、
か
ね
て
よ
り
申
し
し
か
ば
、
五
節
の
君
、
故
三
河

の
守
ま
さ
た
か
が
女
、
衛
門
の
大
夫
致
方
が
妻
ぞ
参
り
た
る
。（
日
本

古
典
文
学
大
系
『
栄
花
物
語
』
下
巻
、
岩
波
書
店
、
以
下
同
）

『
栄
花
物
語
』
巻
二
十
一
「
後
く
ゐ
の
大
将
」
で
、
治
安
三
年
（
一
〇
二
三
）

十
二
月
二
十
六
日
、
道
長
息
教
通
妻
公
任
女
、
二
十
四
歳
が
、
男
児
を
出
産

し
た
場
面
で
あ
る
。
な
お
、
教
通
妻
は
、
翌
正
月
六
日
に
亡
く
な
る
。
五
節

の
君
は
、
三
河
守
方
隆
女
と
あ
る
が
、
冨
岡
甲
本
で
は
「
つ
の
か
み
ま
さ
た

だ
が
む
す
め
」
と
あ
り
、
方
隆
は
三
河
守
の
経
験
も
な
く
「
長
徳
四
・
七
卒
」

（『
尊
卑
分
脈
』）
等
か
ら
、
方
隆
の
兄
方
正
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る***

。
方

正
は
道
長
の
家
司
で
あ
り
（『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
十
月
二
十
二
日
）、
娘
が

教
通
男
の
乳
母
と
な
る
の
も
道
理
で
あ
ろ
う
。
衛
門
大
夫
致
方
は
、
母
が
三

条
天
皇
皇
后
娍
子
乳
母
の
式
部
の
宣
旨
で
、
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
六
月

二
十
三
日
武
蔵
守
で
平
忠
常
追
討
の
た
め
の
国
解
を
出
し
て
お
り
、
受
領
層

で
あ
る
。
五
節
舞
姫
と
な
り
、
そ
の
後
平
致
方
の
妻
と
な
り
子
ど
も
を
出
産

し
、
教
通
息
の
乳
母
と
し
て
女
房
勤
め
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
中

宮
妍
子
所
生
の
三
条
天
皇
皇
女
禎
子
内
親
王
の
乳
母
と
な
り
、
妍
子
崩
後
に

歌
を
二
首
詠
ん
で
い
る
（『
栄
花
物
語
』
巻
第
二
十
九　

た
ま
の
か
ざ
り
）。

後
一
条
崩
後
に
追
慕
の
和
歌
を
詠
ん
で
い
る
「
五
節
の
君
」（『
栄
花
物
語
』

巻
第
三
十
三
、
き
る
は
わ
び
し
と
な
げ
く
女
房
）
も
同
一
人
で
は
な
い
か
と

さ
れ
て
い
る
。
な
お
、『
後
拾
遺
和
歌
集
』
の
「
五
節
の
命
婦
」、『
上
東
門
院

彰
子
菊
合
』『
権
大
納
言
師
房
歌
合
』『
右
近
少
将
公
基
歌
合
』『
備
中
守
歌
合
』

等
の
「
五
節
」
や
、
伏
見
宮
御
記
録
『
秦
箏
相
承
血
脈
』
に
「
五
節
命
婦
、

麗
景
殿
女
御
女
房
、
又
号
嵯
峨
命
婦
」
も
同
一
人
で
は
な
い
か
と
さ
れ
て
い

る
が
、
不
明
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
五
節
舞
姫
の
経
験
者
が
内
女
房

や
家
女
房
と
し
て
出
仕
し
、
乳
母
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
め
ら

れ
よ
う
。

　

院
政
期
に
お
け
る
「
五
節
」
を
候
名
に
持
つ
女
房
の
追
究
は
未
だ
な
し
え

て
居
ら
ず
、
今
後
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
す
く
な
く
と
も
摂
関
期

に
は
出
自
の
わ
か
る
女
房
が
四
名
（
一
名
は
女
房
の
可
能
性
）
い
た
こ
と
は

確
実
で
あ
る
。
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お
わ
り
に

　

小
稿
で
は
、
十
世
紀
〜
十
二
世
紀
、
平
安
時
代
の
舞
姫
の
実
態
を
、
名
前

や
出
自
が
わ
か
る
舞
姫
に
限
り
検
討
し
た
。
記
録
類
で
は
四
十
名
、
和
歌
や

物
語
類
で
は
四
名
の
舞
姫
を
捜
し
出
す
事
が
で
き
た
。
明
ら
か
に
な
っ
た
特

徴
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　

第
一
に
十
世
紀
前
半
で
は
、
公
卿
献
上
五
節
も
殿
上
五
節
も
実
子
を
舞
姫

に
し
た
こ
と
が
重
要
な
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
十
世
紀
中
頃
か
ら
十
一
世
紀
中
頃
で
は
、
公
卿
層
の
舞
姫
は
、

現
存
受
領
層
で
し
か
も
家
人
的
臣
従
関
係
に
あ
る
下
級
貴
族
の
娘
た
ち
だ
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
殿
上
近
臣
、
受
領
層
献
上
の
舞
姫
で
出
自
の

判
明
す
る
史
料
は
遺
っ
て
い
な
い
が
、
実
子
を
舞
姫
に
し
た
可
能
性
は
高
い
。

藤
原
滋
包
女
が
舞
姫
だ
っ
た
の
は
十
世
紀
中
頃
と
推
察
さ
れ
る
が
、
内
女
房

に
取
り
立
て
ら
れ
る
事
を
希
望
し
て
積
極
的
に
舞
っ
て
い
る
こ
と
は
、
内
女

房
に
な
る
舞
姫
経
験
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

第
三
に
、
院
政
期
に
は
、
献
上
者
の
親
族
や
近
親
関
係
の
出
自
の
高
い
女

性
が
舞
姫
と
し
て
献
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
別
項
で
詳
細
に
検
討
す

る
が
、
舞
姫
経
験
後
、
女
房
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
膨
大
な
禄
を
獲
得
出
来

る
、
し
か
も
終
身
の
舞
師
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
貴
族
女
性
達
の
転
昇
が

推
察
さ
れ
、
抵
抗
感
よ
り
も
む
し
ろ
積
極
的
に
舞
っ
た
可
能
性
も
推
察
さ
れ

る
。

　

さ
て
、
光
源
氏
献
上
の
舞
姫
に
立
ち
戻
る
と
、
以
上
の
舞
姫
実
態
か
ら
し

て
惟
光
女
の
舞
姫
は
け
っ
し
て
不
自
然
だ
っ
た
り
、「
典
侍
と
交
換
」
に
渋
々

承
認
し
た
こ
と
を
推
察
し
な
け
れ
ば
理
解
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

舞
姫
経
験
後
の
軌
跡
や
、
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
の
淵
酔
も
含
め
た
五
節
の
実

態
な
ど
、
ま
だ
五
節
研
究
の
課
題
は
多
い
。
今
後
も
積
極
的
に
検
討
し
て
い

き
た
い
。

注*1　

服
藤
早
苗
「
五
節
舞
姫
の
成
立
と
変
容
」（『
歴
史
学
研
究
』
六
六
七
、一
九
九
五
年
）、

後
、
同
著
『
平
安
王
朝
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
五
年
所
収
。

*2　

な
お
、
拙
稿
は
日
本
史
学
分
野
で
は
、
後
述
の
遠
藤
基
郎
・
佐
藤
泰
弘
論
文
や
虎

尾
俊
哉
編
『
訳
注
日
本
史
料　

延
喜
式
』
上
巻
（
集
英
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
等
、
大

枠
で
首
肯
さ
れ
て
い
る
。
日
本
文
学
で
も
例
え
ば
新
間
一
美
「
五
節
の
舞
の
起
源
譚

と
源
氏
物
語
」（『
大
谷
女
子
大
国
文
』
第
二
十
八
号
、
一
九
九
八
年
）
等
で
は
史
料

を
追
検
証
さ
れ
た
上
で
同
意
さ
れ
て
い
る
が
、
川
島
絹
江
「
琴
（
き
ん
）
の
意
味
す

る
も
の
」（
同
著
『『
源
氏
物
語
』
の
源
泉
と
継
承
』
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
で
は
、

さ
ほ
ど
根
拠
無
く
拙
稿
以
前
の
荻
説
に
基
づ
き
林
屋
説
を
採
っ
て
い
る
が
、
別
稿
で

詳
細
に
批
判
検
討
し
た
い
。

*3　

た
と
え
ば
、
最
近
の
松
井
健
児
「
光
源
氏
と
五
節
の
舞
姫
」（『
人
物
で
読
む
『
源

氏
物
語
』』
第
三
巻
、
勉
誠
社
、
二
〇
〇
八
年
）
等
。

*4　

遠
藤
基
郎
「
五
節
舞
姫
献
上
・
春
日
祭
使
の
経
営
と
諸
国
所
課
」（
同
『
中
世
王
権

と
王
著
儀
礼
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）。

*5　

佐
藤
泰
弘
「
五
節
舞
姫
の
参
入
」『
甲
南
大
学
紀
要　

文
学
編
』
一
五
九
、

二
〇
〇
八
年
。

*6　
『
本
朝
文
粋
』
巻
二
（
日
本
思
想
大
系
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』
岩
波
書
店
、

一
九
七
九
年
）。
な
お
、
一
部
書
き
下
し
を
私
に
現
代
仮
名
使
い
に
改
め
た
。
以
下
同

じ
。

*7　
『
政
事
要
略
』
巻
二
十
六
、十
一
月
新
嘗
祭
（
前
掲
『
古
代
政
治
社
会
思
想
』）。

*8　
『
伊
呂
波
字
類
抄
』（『
日
本
古
典
全
集
』
現
代
思
潮
社
）

*9　
『
政
事
要
略
』
巻
二
十
七
、
年
中
行
事
十
一
月
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*10　

前
掲
佐
藤
泰
弘
論
文
、
七
頁
。
ま
た
裕
福
な
受
領
へ
の
転
化
は
、
寺
内
浩
「
受
領

の
私
富
と
国
家
財
政
」（
同
『
受
領
制
の
研
究
』
塙
書
房
、
二
〇
〇
四
年
）
参
照
。

*11　
『
小
右
記
目
録
』。
な
お
、『
一
代
要
記
』
一
条
院
、
長
保
五
年
に
も
、「
五
節
日
今

年
公
卿
二
人
、
国
司
二
人
献
ず
べ
き
由
、
定
め
ら
れ
る
と
云
々
」
と
あ
る
。

*12　

前
掲
佐
藤
泰
弘
論
文
、
第
二
章
。

*13　

佐
藤
泰
弘
前
掲
論
文
で
詳
細
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

*14　

服
藤
早
苗
『
平
安
朝　

女
の
生
き
方
』
小
学
館
、
二
〇
〇
四
年
。

*15　

服
藤
早
苗
「
暴
力
的
性
関
係
の
成
立
」（
服
藤
早
苗
・
赤
阪
俊
一
編
『
文
化
と
し
て

の
暴
力
』
森
話
社
、
二
〇
〇
六
年
）
参
照
。

*16　

な
お
、『
神
道
大
系　

江
家
次
第
』
は
「
十
月
六
日
」
と
す
る
が
、『
大
日
本
史
料
』

第
一
編
之
十
は
「
十
一
月
十
六
日
ヵ
」
と
さ
れ
て
い
る
。
帳
台
試
は
「
十
六
日
寅
」

で
あ
り
、
ま
た
「
事
俄
に
よ
り
」
と
の
文
言
か
ら
、「
十
一
月
」
が
妥
当
だ
と
考
え
る
。

*17　

今
井
源
衛
『
紫
式
部
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
六
年
。

*18　

佐
藤
泰
弘
前
掲
論
文
で
は
、
応
和
元
年
の
殿
上
と
し
て
雅
正
を
挙
げ
て
お
ら
れ
る
。

*19　

佐
藤
泰
弘
前
掲
論
文
で
は
、
舞
姫
良
岑
氏
子
任
命
と
孫
へ
の
継
承
は
注
で
述
べ
て

お
ら
れ
る
が
、
実
資
献
上
の
舞
姫
と
は
推
察
さ
れ
て
い
な
い
。
舞
師
に
つ
い
て
は
、

別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

*20　

渡
辺
滋
「
受
領
像
の
形
成
過
程
〜
藤
原
陳
忠
の
事
例
を
中
心
と
し
て
」（『
日
本
古

代
学
』
三
号
、
二
〇
一
一
年
）。

*21　

服
藤
早
苗
「
平
安
王
朝
社
会
の
成
女
式
」（『
平
安
朝
の
子
ど
も
た
ち
〜
王
権
と
家
・

童
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
四
年
、
初
出
は
二
〇
〇
一
年
）。

*22　

服
藤
早
苗
「
五
節
舞
姫
の
成
立
と
変
容
」
前
掲
論
文
。

*23　

服
藤
早
苗
「
平
安
貴
族
の
婚
姻
と
家
・
生
活
〜
右
大
臣
実
資
娘
千
古
と
婿
兼
頼
の

場
合
」（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
』
人
間
学
部
篇
五
、二
〇
〇
五
年
）。

*24　

服
藤
早
苗
「
平
安
王
朝
社
会
の
成
女
式
」
前
掲
論
文
。

*25　

服
藤
早
苗
「『
新
猿
楽
記
』
と
貴
族
の
宴
と
雑
芸
」（『
国
文
学　

解
釈
と
鑑
賞
』
平

成
23
年
８
月
号
、）
で
、
神
事
と
し
て
淵
酔
が
始
ま
っ
た
と
す
る
荻
美
津
夫
「
殿
上
淵

酔
考
」
の
批
判
も
含
め
一
部
提
示
し
た
が
、
詳
細
は
別
稿
を
用
意
し
て
い
る
。

*26　

槙
野
廣
造
編
『
平
安
人
名
辞
典
〜
康
保
三
年
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
七
年
。

*27　

な
お
、
佐
藤
泰
弘
論
文
末
の
「【
表
】
五
節
舞
姫
の
献
上
者
」
に
は
、
治
暦
四
年
の

献
上
者
が
抜
け
て
い
る
が
、『
本
朝
世
紀
』
治
暦
四
年
十
一
月
二
十
八
日
に
は
、「
舞

姫
を
献
じ
る
人
々
、
内
大
臣
、
右
近
中
将
藤
原
宗
俊
、
左
近
中
将
源
隆
綱
朝
臣
、
備

前
守
大
江
清
定
、
周
防
守
藤
原
良
綱
」
と
あ
り
、
内
大
臣
源
師
房
（
治
暦
元
年
任
）、

参
議
藤
原
宗
俊
（
治
暦
三
年
任
）、
参
議
源
隆
綱
（
治
暦
四
年
任
）、
備
前
守
大
江
清
定
、

周
防
守
藤
原
良
綱
の
五
人
が
献
上
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
な
お
、
五
人
の
舞
姫
の

各
々
の
献
上
者
は
確
定
で
き
な
い
。

*28　

佐
々
木
令
信
編
『
中
右
記
人
名
辞
典
』
臨
川
書
店
に
も
五
人
の
手
が
か
り
は
な
か
っ

た
。

*29　

高
橋
昌
明
『
平
清
盛　

福
原
の
夢
』
講
談
社
、
二
〇
〇
七
年
参
照
。

*30　

実
方
に
つ
い
て
は
、
淵
原
智
幸
「
藤
原
実
方
の
陸
奥
守
補
任
〜
１０
世
紀
末
の
小
一

条
家
に
関
す
る
一
考
察
」（『
古
代
文
化
』
第
六
三
巻
一
号
、
二
〇
一
一
年
）
に
研
究

史
も
ふ
ま
え
参
照
。

*31　

萩
谷
朴
『
紫
式
部
日
記
全
註
釈
』
下
、
角
川
書
店
、
一
九
七
一
年
参
照
。

*32　

献
上
者
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
泰
弘
前
掲
論
文
掲
載
表
参
照
。

*33　

藤
本
勝
義
「
源
氏
物
語
と
五
節
舞
姫
」（『
源
氏
物
語
の
展
望
』
第
四
輯
、
三
弥
井

書
店
、
二
〇
〇
八
年
）。

*34　

藤
本
勝
義
「
源
氏
物
語
と
五
節
舞
姫
」
前
掲
論
文
、
参
照
。
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The Gosetsu-Maihime in the Heian Period
Dancing Girls

FUKUTO, Sanae

　十世紀から十二世紀にかけて、新嘗祭・大嘗祭に舞った五節舞姫で名前や出自がわか
る 44 人を検討した。十世紀初期は公卿層でも実子を舞姫に献上していたこと、十世紀か
ら十一世紀中頃にかけて現存の受領層女が公卿層の舞姫になっていたこと、殿上五節舞
姫は十世紀後半以降も実女の可能性が高い事、十一世紀中期以降は、大嘗祭献上舞姫叙
爵が実際に行われた事、十二世紀には公卿献上者の高位の親族や近臣女性が舞姫になっ
ていたこと、等を指摘した。

キーワード ： 五節舞姫、新嘗祭、平安時代
Key words	 ：	gosetumaihime, niinamesai, the heian period


